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日本が高度成長期の中、青空の少ない北九
州で生を受け、物心がついた頃から警察の道
場で剣道に打ち込み、何も考えずに中学と高
校は剣道部員でした。ある日、竹刀に打たれな
がら自我に目覚め、生物部に転部したのがこの
道に入るきっかけでした。生物部では近くの池
のプランクトンの経年変化、昆虫採集、動物の
解剖と色んなことをやりましたが、徐々に獣医
師に憧れるようになり宮崎大学に進みました。
大学では探検部に所属し、岩登り、ケービン
グ、スキューバダイビングに明け暮れ、長期の
休みはほとんど八重山諸島の海や洞窟に潜っ
ていました。当時のダイビングは装備も原始的
なもので、浮力を調節するバランシングベスト
もなく、深く潜るにつれ浮力が減り、必死で泳
がないと沈むばかりです。また、空気の残圧計
もなく、リザーバーに空気が残ってなくて、遠
のく意識の中で浮かんで来たことは一度だけ
ではありません。この頃に大型バイクの免許を
取り、ボンベを背負って毎週海へでかけ（今は
こんな危険なことはできません）、峠を攻める
快感を知りました。
3回生で外科学教室へ配属され、大学の動

物病院での診療や大動物臨床を見ているうち
に、徐々に違和感を覚え、基礎研究に興味を
持つようになりました。北海道への憧れもあっ
て、北大の喜田 宏先生の門を叩き、インフル
エンザウイルスの研究を始めることになりまし
た。本領域代表の河岡義裕先生とはこの教室
の同期で、当時から一味違ったオーラを発して

いました（写真1）。当時の私の研究テーマはミ
ンクの感染実験や疫学的なもので、いまいち
達成感がなく、もやもやしたまま製薬会社へ
就職しました。幸運にも有望な抗菌薬の開発
に参画でき、その活性を耐性菌で評価するた
め群馬大学医学部へ出向しました。そこで多く
の製薬会社の研究者と出会い、それは今でも
大きな財産となっています。群馬大学へ出向中
に、国立感染症研究所（感染研）の森田千春先
生からお誘い頂き、二つ返事で転職を決めて
しまいました。出向中の新入社員が辞職する
のは上司にとっては大きな失点です。すぐに東
京へ呼び戻され、部長室に呼ばれ何日も懐柔
されました。しかし結局、一ヶ月ほどデスクに
座るだけで、何も仕事の無い日々を送り、晴れ
て退社となりました。

何でも好きなことをやりなさいと言われて
転職したものの、研究費は少なく、年収も半減
し、企業の贅沢な生活に慣れてしまった身に
は、かなり厳しいスタートでした。当時、大学の
動物施設のラットにウイルス性出血熱が流行
し、動物を処分した教員が感染して亡くなり、
大きな社会問題となっていました。そこで、感
染研に建設されたばかりのBSL4施設を使っ
て、北大の橋本信夫先生のグループと原因ウイ
ルスを分離し、都内のネズミの感染状況を調
査しました。北大の有川二郎先生たちと、都内
のゴミ処分場で一晩に700匹ものドブネズミ
を捕ったこともありました。やはりここでも、憧
れていた基礎研究ではなく、ひたすらネズミ取
りの日々でした。そんな折に、オックスフォー
ド大のDavid Bishop先生（写真2）が来日さ
れ、ポスドクとして採用して頂く話がまとまり
ました。
海外への憧れは漠然とはありましたが、渡

航経験は無く、初めてのお使い状態で成田を
飛び立ちました。急な話で英国政府の労働許
可書の発行が間に合わず、Bishop先生から
は、「入管で目的を訊かれたら観光と答えなさ
い」と指示されました。しかしながら、厚労省

の出張は公用旅券です（！）。入管では満面の
笑みをたたえ「Sightseeing!」と繰り返しま
したが、公用旅券での観光は無いだろうと思
われていたに違いありません（係員はそんなこ
とを言っていたと思うのですが、残念ながらよ
く聞き取れませんでした）。とうとう別室に連
れて行かれ、重苦しい時間が流れる中、強制送
還を覚悟した私の脳裏には、盛大な送別会を
やってくれた感染研の皆や、故郷の両親の顔
が浮かんでいました。その刹那、一人の職員が
ニコニコしながら一枚の紙切れを持って入って
きたのです。「これ、なーんだ？」、彼は言いま
した。最初、状況が理解できずにいましたが、
Work permitと言っているのを聞き取ること
ができました。迎えに来てくれたBishop研の
伊原武志先生が、書類を入管に渡してくれてい
たのです。もちろん後でこってり説教されはし
ましたが、こうしてなんとか強制送還を免れ、
晴れて英国の地を踏むことができました。
オックスフォードは、ハリーポッターに出てく
るような古くて美しい大学街です。数日間は伊
原先生の部屋に居候させてもらいましたが、何
とこの家はミャンマーのアウンサン・スーチー
さんのご自宅で、帰国後にノーベル平和賞を
受賞されたときには、本当にびっくりしました。
研究室では、アレナウイルスとフレボウイル
スの塩基配列を決定し、アンビセンスRNAで
あることを報告しました。当時はマキサムギル
バート法が主流で、一日12時間以上働いて、
100塩基も読めれば上出来でした。半年くらい
シークエンスばかりやっていましたが、流石に
鈍感な私でも思考が停止しそうでした。
その頃、バキュロウイルスを使った発現ベク
ターが米国で開発され、研究所のグループ
リーダーがベクターを作製し、私がそれを使っ
てウイルス蛋白質を発現することになりまし
た。彼は真面目に働きベクターを作りました
が、発現量はいまいちでした。彼にさらなる改
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良を提案しましたが、これで十分と譲りませ
ん。Bishop先生にもベクターの改良を自分に
やらせてくれと直訴しましたが却下されまし
た。そこで秘密裏にベクターの改良を進めるこ
とにしました。PCRも無い時代でしたから、酵
素の反応時間を調整しながら遺伝子を削り、
多核体遺伝子の先導配列を完全に保存したベ
クターを作製したところ、発現が劇的に上がり
ました。そのため、リーダーとはしばらく微妙
な関係になりましたが、Bishop先生は大喜び
で、完成したベクターは世界中で広い分野の
研究者に使ってもらうことができました。
当時、オックスフォード大学に浩宮殿下が留
学されておられ、外務省や企業の友人とテニス
をしたり、パブやパーティーヘお誘いしたり
と、日本では出来ない貴重な体験をさせてい
ただきました。このことは、この留学での一番
の宝物になりました（写真3）。 
帰国後は、大腸菌や酵母で活性を持った組
換え蛋白質を作ることが出来なかった生理活
性物質を片っ端から発現し、バキュロウイルス
ベクターの普及に努めました。本研究領域の
鈴木信弘先生とは、イネ萎縮病ウイルスの蛋
白質発現で知り合うことができました。その
後、感染研の宮村達男先生に肝炎ウイルス室
長にお誘い頂き、C型肝炎ウイルスの研究を開
始しました。宮村先生との出会いが無ければ、
今の私は無かったと思います（写真4）。感染
研では多くの研究者や学生に巡り会え、充実し
た研究生活を送ることができました。たまたま
目にした阪大微研の公募に応募し、紆余屈折
を経て採用が決まり、森石恆司先生（山梨大
医学部）や谷 英樹先生（富山大医学部）とラボ
を立ち上げました。素晴らしい学生とスタッフ
に恵まれ、なんとか今日までラボを維持するこ
とができました。
若い研究者や学生の中には、独立した研究
者として、将来の夢が描けない方も多いと思い

ます。努力すれば道が開ける訳ではなく、ある
時点で自分の能力を客観的に見極めることも
大切です。しかし、謙虚さを忘れず、苦しい時
には根を張り、日が照れば背伸びをすれば、道
が開けるかも知れません。自分を信じて頑張
れること、そのこと自体が才能です。自分に言
い訳することなく、労を惜しまず実験し、ポジ
ティブ思考で研究生活を楽しむことが、唯一
の成功法だと思います。研究者は起業家と同
じで、夢を語って資金を集め、業績を上げなけ
ればなりませんが、一番大切なことは人を育て
ることです。ネオウイルス学を通して、次の世
代を担うウイルス研究者がたくさん巣立ってく
れることを期待しています。

写真４ 宮村先生　CSHで

写真３ 浩宮殿下とテニス　オックスフォード
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編集後記 

　お待たせしました！ネオウイルス学ニュースレター第3号。
　今回も、計画研究班のリーダーの先生方3名にお願いし、それぞれの『ウイルスと私』物語を
ご執筆いただきました。執筆者らの歴史の中に、それぞれの色あいを湛えた深くて熱い物語が
流れていて、どれもとても素敵です。特に松浦先生の若手時代の実験奮戦記は痛快でしたね。
読んでいて胸がスカッとします！考えてみると、今は何でもキット化されてしまい、頭を働かせる
ことなく、作業のように実験することも多くなりました。反省させられますね。
　第1~2号に掲載した本領域名物の科学教養漫画、各方面から根強い人気をいただいているよ
うです。企画者としては嬉しい限り。今回は編集担当の楽屋オチで申し訳ありません。いつも可
愛らしい絵を描いて下さるあきのさん、ありがとうございます。第4話からは徐々にサイエンス
ネタも練り込んでいきたいと思います。今後ともよろしく。
　さて、次号からはいよいよ若手物語が続々と登場。誰に回るか原稿依頼？波乱の第4号を楽
しみに待たれたし！



新学術領域ネオウイルス学では、

本体ホームページ http://neo-virology.org/

の他に、3種類のSNSを用いて情報を発信しています。

Facebookページでは、ホームページ上に載せきれなかった写真を、

文章とともにたくさん掲載しています。

https://www.facebook.com/neovirology/

Twit terでは、本領域の活動をコンパクトにお知らせ。

旬な論文の紹介なども行っています。

https://twitter.com/Neovirology/

Instagramでは、「研究を語る研究者はかっこいい」をコンセプトに、

本領域で活動する研究者達の肖像を発信しています。

https://www.instagram.com/neovirology/

ぜひご覧いただき、反応やコメントを入れてみてください！ 


